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月
十
昌
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行
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　昭和五十四年四月十日襲行

カ
ン
ト
の
義
務
論
・

長
岡
成
夫

ヒ
ュ
ー
ム
に
於
け
る
「
外
界
」
と

　
　
　
「
自
我
」
の
問
題
（
完
）

田

中

進

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る

　
　
　
　
　
理
解
の
方
法
（
承
前
）

西

谷

敬

「
現
高
」
－

森
口
美
都
男
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京
都
哲
學
會
規
約

　
、
本
愈
は
廣
義
に
お
け
る
哲
箪
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圓
る

こ
と
を
罠
的
と
す
る

　
、
看
の
囲
駒
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
愈
誌
「
哲
學
研
究
」
を
嚢
行
ず
る

口
　
苺
年
半
開
講
演
戯
を
開
く

㊨
　
薩
蒋
研
究
書
を
開
く

一
、
本
四
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
攣
科
教
宮
及
び
委
員
愈
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
囑
す
る

…
、
本
選
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
倉
員
の
中
か

ら
委
員
書
が
推
薦
す
る

一
、
ホ
愈
は
會
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
・
團
書
館
・
其
他
の
團
燧
は
團
髄
の
名
を
以
て
入

書
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
轡
費
と
し
て
年
二
、
○
○
○
圓
（
禽
誌
三
冊
分
を

含
む
）
を
前
納
す
る

一
、
魯
員
は
禽
誌
の
配
霜
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
・
本
倉
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
魯
の
決
定
に
よ
る

京
都
二
黒
會
役
員

委
　
員
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池
田
　
義
祐

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
と
西
田
哲
学

一
神
と
世
界
と
の
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係
を
め
ぐ
っ
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
出
本

誠
作

認
識
と
超
越
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
杉
山
聖
一
郎

！
カ
ン
ト
哲
学
の
場
合
一

芸
術
の
過
去
性
を
め
ぐ
る
一
考
察
…
・
…
…
：
米
澤

ー
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
哲
学
を
中
心
と
し
て
f

有
恒

次督叫
号

｝
前

歴
更
知
識
に
お
け
る
理
論
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ル
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ヒ
ュ
ブ
ナ
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神
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慧
｝
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絵
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窒
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つ
い
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（
中
）
…
…
…
…
…
…
新
田

ー
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
と
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
ー
1

デ
カ
ル
ト
の
合
理
主
義
に
つ
い
て

一
理
挫
の
慧
義
と
役
割
一

博
衛

（
；
…
整
磁
　
弘
明

書
評
『
シ
ェ
リ
ン
グ
全
集
』
第
一
巻
…
…
…
大
橋
　
良
介



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

議
論
と
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
議
論
に
よ
っ
て
、
潤
的
の
王
圏
の
公
式
を
強
調
す
る
形
で
定
言

命
比
量
公
式
間
の
関
係
を
考
え
る
慕
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
定
言
命

法
と
は
他
人
に
対
す
る
義
務
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
厨
的
の
王

国
と
い
う
概
念
を
通
し
て
の
み
意
味
を
持
ち
う
る
の
で
あ
る
。
又
霞
己
自

身
の
義
務
と
は
定
言
命
法
を
も
可
能
に
す
る
よ
う
な
内
的
自
由
か
ら
臨
接

に
導
き
出
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
幻
働
乱
ω
b
弓
’
o
ぎ
署
．
お
G
。
－
Φ
’
参
照
。

（
筆
者
　
京
都
大
学
文
学
部
〔
倫
理
学
〕
研
修
員
）

　
　
　
会
　
　
告

　
京
都
暫
学
会
前
委
員
、
京
都
大
学
名
轡
教
授
、
井
島
勉
先
生
は

昭
和
五
十
一
年
九
月
以
来
病
気
御
三
回
申
で
あ
り
ま
し
た
が
本
年

五
月
十
二
日
夜
、
京
都
市
内
の
翌
ヨ
ゼ
フ
強
膜
園
に
お
い
て
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
原
因
は
脳
血
栓
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。

　
先
生
は
昭
和
二
十
二
年
よ
り
昭
和
四
十
七
年
ま
で
二
十
五
年
に

渉
っ
て
文
学
部
美
学
馬
術
史
学
講
座
を
櫨
任
さ
れ
、
植
田
寿
蔵
教

授
の
学
風
の
継
承
発
展
と
研
究
者
の
養
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
殊
に
先
生
は
昭
和
二
十
八
年
四
B
以
降
山
内
得
立
本
学
名
誉
教

授
よ
り
窟
都
暫
学
会
会
長
の
佳
事
を
引
継
が
れ
会
の
維
持
発
展
の

為
に
意
を
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
会
の
運
営
に
開
す
る
先
生
の
功
績

は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
井
島
勉
先
生
の
御
逝
去
に
先
立
ち
、
同
じ
く
京
都
誓
学
会
前
委

員
、
京
都
大
学
名
瞥
教
授
、
上
野
照
夫
先
生
も
昭
和
五
十
年
一
月

十
七
購
に
御
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
上
野
先
生
は
京
都
大
学

附
属
病
院
で
御
療
養
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
心
不
全
の
為

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
上
野
先
生
は
昭
和
二
十
六
年
か
ら
昭
和
四
十

三
年
六
月
ま
で
教
養
部
教
授
を
勤
め
ら
れ
以
後
昭
和
四
十
六
年
三

月
退
官
さ
れ
る
ま
で
、
文
学
部
美
学
美
術
史
学
第
二
講
座
を
握
任

さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
京
都
哲
学
会
の
庶
務
を
多
年
に
渉
っ
て
担

蜜
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
皆
、
何
ら
か
の
形
で
先
生
の
御
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
こ
こ
に
改
め
て
両
先
生
に
対
し
深
い
感
謝
を
捧
げ
る
と
共
に

両
先
生
の
御
冥
福
を
心
よ
り
御
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
会

551

カ
ン
ト
の
義
務
論

　
　
　
会
　
　
告

　
過
ヨ
、
会
費
請
求
の
際
、

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

失
礼
の
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お

京
都
哲
学
会

九
五



會

告

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
庄
京
匿
吉
聞
京
都
大
學
文

攣
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
灘
盛
京
都
囎
〇
三
九
番
　
京
都

哲
肇
會
）
宛
に
規
定
の
轡
費
（
七
二
、
○
○
○
圓
）
を
お
沸

込
下
さ
い

又
禽
員
へ
の
愈
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
螢
賞

に
産
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
臨
一
番
晦
一
七
番
地
創
文

甦
（
振
替
口
座
東
京
二
i
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
愈
員
の
韓
居
・
入
退
時
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

㎜
、
本
誌
の
編
輯
に
弔
す
る
通
僑
・
薪
刊
書
。
至
上
雑
誌
等
は

本
倉
宛
に
お
送
り
下
さ
い

泉

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
欝
左
京
騒
吉
照

京
都
大
主
文
警
部
残

　　　　　　．　ttt　．t　　　　「　’　ゴ　ゴ　一　」　‘　　　｛　ゴ　　　削　t　．　「　　　一　」　ゴ　…　削　’　　醐　’

昭
稲
五
十
四
年
四
月
　
五
　
日
　
印
鰯

昭
頼
五
十
囲
年
四
月
　
十
　
日
　
螢
行

編
輯
兼

螢
行
人

編
輯
代
蓑

費
捌
駈

印
　
騎
　
所

杉京幕
　　大山都箋
　　鍛
聖哲内

一応

郎禽

勲籍欝久繧
購羅鋒創

丁株ti〒蕃理文

1戴蛋肚

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
禽
員
以
外
の
購
三
農
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
鯛
す
る

件
は
「
創
文
赴
」
へ
御
購
筆
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
償
七

〇
〇
圓
、
送
料
・
四
〇
圓
）
蔚
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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